
  

2021 年度 北広島環境市民の会 総会議案書 

審議事項 

1． 第17期 2020年度活動報告および決算報告 

2． 監査報告 

3． 第18期 2021年度活動計画案および予算案 

4． 役員改選（案） 

・
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第 1７期 20２０年度活動報告書 
 
 

（会員41人、法人5法人、賛助会員４人）  
１． ごみの減量とリサイクル部 

 
【生ごみ】 
①生ごみの堆肥化講習会・講習会 １１回（参加者８５人） 
  月 日 実施場所 参加者数 

  

1  6 月 1日 庭先講習 東共栄展示園 8 
  

2  6 月 15日 庭先講習 東共栄展示園 7 
  

3  6 月 22日 庭先講習 東共栄展示園 9 
  

4  7 月 6日 庭先講習 東共栄展示園 8 
  

5  7 月 13日 庭先講習 東共栄展示園 8 
  

6  8 月 3日 庭先講習 東共栄展示園 7 
  

7  8 月 17日 庭先講習 東共栄展示園 7 
  

8  9 月 28日 庭先講習 東共栄展示園 7 
  

9  10 月 19日 庭先講習 東共栄展示園 5 
  

10  11 月 27日 段ボール箱講座 市多目的室 6 
  

11  11 月 28日 段ボール箱講座 市多目的室 13 
  

・展示園、エコ農園（東共栄）、事務所での相談・指導、説明会等 
・新型コロナ感染拡大で一時事業中止（32回 141人） 
 
② 展示園での堆肥作り 

    エコ農園で生ごみたい肥を活用した作物の栽培を通して、肥料としての有用性やごみ減量化 
について地域啓発活動を実施した。 
また、収穫物の一部は事務所や活動する関係者および有機農産物取扱店で販売した。 
 
③ 肥料効果実験：生ごみ堆肥、あしるの恵み、事業系生ごみ堆肥の施用試験を実施した。 
 
④ 室内で利用できる「段ボール堆肥化」の資材を提供した。 １２個 
 
⑤ 広葉交流センター「いこーよ」での堆肥を使ったミニトマトとサツマイモ栽培を行い、来館者 
および学童クラブ、児童センターの子ども達に、生ごみたい肥の必要性とごみ減量化の啓発活動 
を実施した。また、子供たちには収穫や試食等で体験の機会を提供した。 
 
【リサイクル】 
①  リサイクル市、フリーマーケット市  中止 
 

②  ごみ減量化、リサイクルについての相談・助言指導等は新型コロナ感染拡大で一時事業中止した。 
（１８回、７４人） 
 
③ ミニ講座  ４回開催、参加者２１人 
1  6 月 8日 事務所 布で小ものづくり 6 
2  7 月 20日 事務所 ハンカチでブローチづくり 5 
3  9 月 24日 事務所 和服生地で小ものづくり 4 
4  10 月 19日 事務所 古毛糸で靴下カバーづくり 6 
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④ 環境広場でのごみ減量リサイクル広報活動：中止 
２．学習・研修部 
①  公開学習会  総会を書面で実施したため、中止 
 

② 市民リサイクル見学会 中止 
 
③ 環境講演会10月２４日（土）、市多目的室 参加者４3人 

１  10 月 24日 
講演会「SDGsってなんだろう地球環境と私たちの生活」
「SDGｓと廃棄物問題を考える」 
北海道環境財団 久保田 学氏 

43  

 
④ 環境学習会の開催 月 1回程度、テーマを決めて自主的学習を行う予定だったが、中止。 
 
3、調査・宣伝部 
・チラシ「北広島のごみの現状」を作成、1,000部  会員、来場者等に配布  
・パンフ「ゴミ減量化の手引き」の作成、1,000部  会員、来場者等に配布 
 
４、活動広報部 
・情報提供紙の発行 ３回 ・ホームページの更新・北海道新聞記事掲載 
 
5、協働部 
・環境諸団体との情報交換・情報収集：中止 
 
6、事務局 
定例会の開催、各部との調整、補助金申請、会計処理、各種事務 
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第 18 期 2021 年度 活動計画書 
基本を「SDGs」(持続的な開発目標)を念頭にした活動を目指す。 
各部の活動に当たっては・活動拠点である事務所や展示圃場等の移転に伴い、新たな 
実施計画を立案し推進する。 
 コロナの感染状況を注視しつつ柔軟に対処できる計画を心がけ、活動の連続性を大切 
にする。 
1、ごみの減量とリサイクル部 
① 生ごみ堆肥化講習会・ミニ講習（コンポスター、段ボール箱、堆肥盤利用） 

       講習会：４回、ミニ講習：６回を予定する。 
② 展示園・エコ農園での栽培と啓発活動実施する。 
③ 広葉交流センターで、いこーよ友の会の協力を得て農園の拡充を進める。 
④ 布リサイクルミニ講座 年 10回程度実施する。 
⑤ 生ごみ堆肥を使って健康野菜を栽培し、市民に提供するとともに自主財源の確保に努める。 

 
2、学習・研修部 
① 学習会：新型コロナ次第  
② 市民リサイクル見学会 新型コロナ次第 
③ ＳＤＧｓについての連続学習会 新型コロナ次第 

 
3、調査・宣伝部 
① 宣伝 「環境ニュース」を２～４回発行し、ホームページで公開する。 
② ホームページを自主管理できる体制を構築し、更新頻度を高め発信力を強化する。 
③ 公開勉強会を検討する。 

 
4、活動広報部 環境市民の会の活動を広報して会員増を図る 
① 展示園の活動や学習会等、ホームページ上でも発信力を高め会員増を図る。 

 
5、協働部 
① 環境財団や北のごみ研究会など環境諸団体との情報交換・協働を進める。 
② 行事参加：環境広場は新型コロナで中止となったが他団体との連携等について 
情報交換を行う。 
③ 関心の高かった生前整理や遺品整理問題について、関係先と最近の情勢について 
情報交換を行う。 
④ 行政との意見交換を定期に実施する。 

 
6、事務局  
① 事務所の引っ越しや展示圃の移転等に関連する諸事を整理しつつ各活動の推進を図る。  
③  定例会の開催、補助金申請、会計処理、親睦会、新会員の加入推進を進める。 
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2021 年度,2022 年度役員(案）     

代表 藤野伸之 新  幹事 竹島さかえ 再 
副代表 林眞樹子 再  幹事 高橋幸子 再 
幹事 棚田千恵乃 再  幹事 上野輝男 再 
幹事 松下和子 再  幹事 伊東正剛 再 
幹事 山本博巳 再  幹事 高橋キミヨ 新 
幹事 齊藤富明 再  幹事 玉井智富 再 
幹事 野島昭男 新  監査 奥野章 再 
幹事 内山由子 再  監査 田辺優子 再 
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北広島環境市民の会代表を辞めるにあたって 
 

                              松 田 從 三 
 

本会が設立したのは 2004 年 11 月ですので今年で 17 年が経ちます。私は 2009 年 7 月の生ごみリサイ
クル全国交流大会で講演させていただいたのがきっかけで入会しました。前会長神山先生が2012年 10月
に亡くなられて、その後私が代表を引き継ぎました。もう 9 年になりました。楽しく代表を務めさせてい
ただきました。本当に皆さんにお世話になりました。特に会発足時から 2017 年 3 月まで事務局長をお引
き受け頂いた神沼幸子さんのおかげです。本当に感謝しております。 
環境市民の会は生ごみの堆肥化を活動の基本としています。会ができて10周年の時に2005年から 2012
年の 7年間に講習会61回、出張・庭先講習248回を実施し延参加人数4,000人を超えています。これは
驚くべき素晴らしい参加者数です。当時の会員の皆さんの頑張りに頭が下がります。 
また当時町内会や各種団体による資源回収にもデータを集め、回収事業を勧めました。さらに最終処分地の
延命化のためにごみの分別・資源化活動も進めました。また 2011 年に下水処理センターに嫌気性発酵に
よる生ごみのメタン発酵槽ができた時も、生ごみの収集率を上げるための活動もしました。本会が北広島市
の生ごみ・資源ごみの回収利用に果たした役割は大きなものであったし、これからもそうあり続けるだろう
と思います。 
これからも益々北広島環境市民の会の活動が活発となり、北広島市がますます住みやすい町になるように
祈っております。 
 
 
 
 
代表就任あいさつ 
 

藤 野 伸 之 
 

 就任に当たり一言ご挨拶申しあげます。 
 前代表の松田先生には八年間に亘り本会の礎を構築して頂きました。会員一同に代わり心から感謝と御礼を申
しあげます。 
さて、本会は北広島市の家庭用ゴミ埋立処理に対する諮問を機に発足しました。会員の総意で「私たちができ
ることから」を合言葉に「生ごみの分別と堆肥化」を進めつつ、合わせて「資源物のリサイクル活動」を行って
きました。 
一方、世界では地球上の全ての人がSDGsに参画すべき時代を迎えています。 
法人会員や皆様と、これまでの活動を糧として未来志向で一歩づつ進んでいきたいと考えています。 


